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電
力
制
限
な
ど
不
透
明
要
素
も

チ
タ
ン
を
高
精
度
成
形

燃 料 電 池
セパレーター

長
野
の
サ
イ
ベ
ッ
ク
と
サ
ン
工
業

車
載
向
け
狙
い

厚
さ
０.１
�

プ
ラ
ス
を
確
保

１
〜
３
月
Ｅ
Ｐ
Ｓ
出
荷

スチレン系
製品メーカー

電
力
制
限
控
え
対
応
策

Ｐ
Ｓ
な
ど
減
産
も

工
場
内
抑
制
策
や

グ
レ
ー
ド
集
約

産
業
関
連
が
好
調

２
月
の
ゴ
ム
製
品
生
産

Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
、
震
災
の
被
害

が
大
き
か
っ
た
鹿
島
地
区
に

カ
ネ
カ
と
Ｊ
Ｓ
Ｐ
の
主
力
工

場
が
あ
り
、
供
給
量
が
絞
り

込
ま
れ
た
。
生
産
設
備
の
損

傷
は
軽
微
だ
っ
た
も
の
の
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
な
ど
の
付

帯
設
備
や
物
流
関
連
設
備
に

損
傷
が
発
生
。
停
止
期
間
の

長
期
化
も
懸
念
さ
れ
た
。
し

か
し
、
カ
ネ
カ
は
４
月
中
旬

に
通
常
操
業
を
再
開
、
Ｊ
Ｓ

Ｐ
も
２７
日
に
は
通
常
操
業
に

復
帰
す
る
見
込
み
で
、
川
上

の
原
料
メ
ー
カ
ー
に
先
駆
け

た
復
旧
を
実
現
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
需
要
面
で
は
、

主
力
の
魚
箱
向
け
が
震
災
の

影
響
で
大
き
く
減
少
し
て
お

り
、
３
製
品
の
な
か
で
は
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
懸
念
は
最
も

少
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
土
木
・
建
築
向
け
資

材
や
断
熱
材
と
し
て
の
用
途

も
持
っ
て
お
り
、
今
後
は
復

興
需
要
も
見
込
ま
れ
て
い

る
。Ｘ

Ｐ
Ｓ
は
、
需
要
の
ほ
と

ん
ど
が
住
宅
用
な
ど
の
断
熱

材
用
途
で
あ
り
、
昨
年
の
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
施
行
に

よ
り
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
タ
イ

ト
化
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、

震
災
に
よ
り
カ
ネ
カ
・
鹿

島
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
・
鹿
沼
、
ダ
ウ

化
工
・
鹿
沼
の
関
東
３
拠
点

で
一
時
操
業
が
停
止
。
調
達

難
を
懸
念
す
る
需
要
家
が
玉

確
保
に
走
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
需
給
タ
イ
ト
化
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
。

震
災
の
復
興
需
要
も
、
需

給
ひ
っ
迫
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
。
建
設
予
定
戸
数
が
７

万
戸
と
さ
れ
る
被
災
者
向
け

仮
設
住
宅
の
床
や
一
部
天
井

部
分
に
Ｘ
Ｐ
Ｓ
が
使
わ
れ
て

い
る
た
め
。
夏
場
の
電
力
不

足
懸
念
も
あ
っ
て
、
タ
イ
ト

バ
ン
ス
は
当
面
続
く
と
み
ら

れ
て
い
る
が
、
全
工
場
が
す

で
に
復
旧
を
果
た
し
た
こ
と

で
、
震
災
直
後
の
混
乱
状
態

か
ら
は
脱
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｐ
は
、
カ
ッ
プ
麺
用

容
器
や
食
品
ト
レ
ー
な
ど
の

食
品
包
装
材
料
向
け
の
基
礎

素
材
で
あ
り
、
一
部
の
製
品

は
震
災
後
に
需
要
が
増
大
し

て
い
る
。
と
く
に
カ
ッ
プ
麺

向
け
は
、
一
般
消
費
者
の
購

買
行
動
の
影
響
も
あ
り
、
食

品
メ
ー
カ
ー
が
フ
ル
操
業
体

制
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

需
要
が
増
大
し
て
い
る
。

設
備
面
で
は
、
関
東
の
５

拠
点
に
影
響
が
出
た
が
、
い

ず
れ
も
早
期
に
復
帰
し
た
。

た
だ
、
需
要
家
に
よ
る
増

産
要
請
も
あ
っ
て
需
給
は
タ

イ
ト
化
。
各
社
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
を
返
上
し
て
フ

ル
操
業
体
制
を
維
持
し
、
供

給
責
任
を
果
た
す
考
え
だ
。

設
備
面
で
は
危
機
を
乗
り

越
え
た
発
泡
Ｐ
Ｓ
だ
が
、
夏

場
の
電
力
不
足
懸
念
や
副
原

料
の
調
達
難
な
ど
、
不
透
明

要
因
は
残
っ
て
い
る
。
各
社

は
、
生
産
効
率
の
高
い
汎
用

グ
レ
ー
ド
の
生
産
を
優
先
す

る
な
ど
し
て
、
電
力
不
足
や

副
資
材
不
足
を
乗
り
越
え
た

い
考
え
。
ま
た
、
こ
こ
に
き

て
原
料
が
高
騰
し
て
い
る
こ

と
も
発
泡
Ｐ
Ｓ
に
と
っ
て
の

新
た
な
懸
念
材
料
と
な
っ
て

い
る
。

長
野
県
の
金
属
加
工
メ
ー

カ
ー
２
社
が
、
燃
料
電
池
用

セ
パ
レ
ー
タ
ー
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。
プ
レ
ス
加
工
の

サ
イ
ベ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
塩
尻
市
）
と
表
面
処

理
の
サ
ン
工
業
（
伊
那
市
）

は
、
厚
み
０
・
１
�
�
の
チ

タ
ン
合
金
製
セ
パ
レ
ー
タ
ー

の
試
作
に
成
功
し
た
。
流
路

と
な
る
溝
部
を
狭
ピ
ッ
チ
・

高
精
度
で
成
形
す
る
と
と
も

に
、
ロ
ジ
ウ
ム
を
直
接
メ
ッ

キ
し
て
い
る
。
現
在
、
ス
タ

ッ
ク
の
発
電
試
験
を
行
っ
て

お
り
、
良
好
な
結
果
を
得
て

い
る
。
両
社
は
車
載
用
途
を

に
ら
み
大
サ
イ
ズ
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
低

コ
ス
ト
化
に
取
り
組
む
。

車
載
向
け
の
燃
料
電
池
用

セ
パ
レ
ー
タ
ー
は
、
カ
ー
ボ

ン
系
に
比
べ
て
薄
肉
化
が
可

能
で
高
強
度
な
金
属
系
が
有

利
と
さ
れ
る
。
と
く
に
チ
タ

ン
は
耐
食
性
に
優
れ
る
た
め

有
望
視
さ
れ
て
い
る
が
、
加

工
が
難
し
い
こ
と
が
課
題
と

さ
れ
て
い
る
。

両
社
は
長
野
県
テ
ク
ノ
財

団
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

チ
タ
ン
製
セ
パ
レ
ー
タ
ー
の

加
工
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
サ
イ
ベ
ッ
ク
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
金
型
製
作

技
術
に
強
み
を
有
す
る
と
と

も
に
、
プ
レ
ス
加
工
機
も
自

社
で
開
発
。
切
削
と
同
等
以

上
の
高
精
度
を
実
現
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
に
も
自
動
車

の
減
速
機
用
ギ
ヤ
な
ど
で
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

サ
ン
工
業
は
幅
広
い
素
材
に

対
し
て
多
彩
な
メ
ッ
キ
を
施

す
技
術
を
有
し
て
い
る
。

今
回
、
両
社
が
試
作
し
た

チ
タ
ン
製
セ
パ
レ
ー
タ
ー

は
、
厚
み
が
カ
ー
ボ
ン
系
の

半
分
の
０
・
１
�
�
で
、
サ

イ
ズ
は
２
４
０
×
３
２
０
�

�
。
水
素
や
酸
素
の
流
路
と

な
る
溝
部
を
１
・
０
�
�
の

狭
ピ
ッ
チ
で
成
形
し
た
。
溝

高
さ
は
０
・
５
�
�
で
、
ば

ら
つ
き
を
±
１０
�
�
に
抑
え

た
。
導
電
性
を
付
与
す
る
メ

ッ
キ
に
つ
い
て
は
、
下
地
処

理
せ
ず
に
０
・
１
�
�
の
厚

み
で
ロ
ジ
ウ
ム
を
被
覆
。
膜

厚
精
度
は
０
・
０１
�
�
。

現
在
、
２０
セ
ル
の
ス
タ
ッ

ク
で
発
電
試
験
を
行
っ
て
い

る
。
加
速
劣
化
試
験
で
は
３

月
の
時
点
で
４
万
時
間
以
上

と
、
実
用
水
準
の
め
ど
が
得

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
子
会
社
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ
シ

バ
ウ
ラ
が
試
験
販
売
す
る
家

庭
用
燃
料
電
池
に
採
用
さ
れ

る
。両

社
は
燃
料
電
池
自
動
車

の
本
格
普
及
が
始
ま
る
と
さ

れ
る
２
０
１
５
年
に
間
に
合

う
よ
う
に
開
発
を
加
速
す

る
。
サ
イ
ズ
は
８
０
０
×
３

５
０
�
�
ま
で
大
型
化
で
き

る
め
ど
が
得
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
加
工
技
術
の
高
度
化

と
と
も
に
、
生
産
性
向
上
に

よ
っ
て
コ
ス
ト
競
争
力
を
高

め
て
い
く
。

ビ
ー
ズ
法
発
泡
ポ
リ
ス
チ

レ
ン
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
の
２
０
１

１
年
１
〜
３
月
出
荷
は
、
震

災
の
影
響
で
３
月
に
落
ち
込

ん
だ
も
の
の
、
１
〜
２
月
が

堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら

前
年
同
期
比
２
・
２
％
増
の

３
万
１
３
３
０
�
と
プ
ラ
ス

を
確
保
し
た
。
用
途
別
で
は
、

橋
梁
の
芯
材
、
盛
土
な
ど
に

使
用
さ
れ
る
土
木
、
建
材
分

野
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
断
熱
材

向
け
需
要
の
増
大
を
背
景
に

大
き
く
伸
び
た
。

前
年
比
増
減
率
を
月
別
に

み
る
と
、
１
月
が
５
・
４
％

増
、２
月
が
５
・
０
％
増
、
３

月
が
２
・
９
％
減
だ
っ
た
。

３
月
は
、
震
災
の
影
響
に
よ

り
主
力
の
水
産
向
け
が
落
ち

込
ん
だ
。

一
方
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
向
け

は
１
月
が
６６
・
３
％
増
、
２

月
が
３２
・
４
％
増
、
３
月
が

６１
・
６
％
増
と
推
移
、
震
災

後
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。

４
月
以
降
は
、
震
災
の
影

響
に
よ
り
水
産
向
け
が
落
ち

込
む
と
み
ら
れ
、
合
計
需
要

は
低
水
準
で
推
移
す
る
と
の

見
方
が
強
い
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
供
給
体
制
に
影
響
が
出
て
い
た
各
種
発
泡

ポ
リ
ス
チ
レ
ン
は
、
間
も
な
く
全
設
備
の
復
旧
が
完
了
す
る
見
通
し
だ
。

復
興
需
要
や
消
費
者
の
買
い
だ
め
行
為
な
ど
も
あ
り
、
カ
ッ
プ
麺
容
器

向
け
の
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
（
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）
や
断
熱
材
向
け
の
ビ

ー
ズ
法
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
お
よ
び
押
出
法
発
泡
ポ
リ
ス

チ
レ
ン
（
Ｘ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
は
需
要
が
拡
大
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
ひ
っ

迫
し
て
い
る
。
月
内
に
は
全
設
備
が
復
旧
す
る
こ
と
で
最
大
の
危
機
は

乗
り
越
え
た
形
だ
。

東
京
電
力
が
大
口
需
要
家

に
夏
場
の
節
電
を
求
め
て
い

る
問
題
を
受
け
、
国
内
の
ス

チ
レ
ン
系
製
品
メ
ー
カ
ー
は

対
応
策
の
構
築
を
急
い
で
い

る
。
背
景
に
あ
る
の
は
製
造

拠
点
の
偏
在
。
ポ
リ
ス
チ
レ

ン
（
Ｐ
Ｓ
）
で
は
国
内
生
産

能
力
の
６８
％
、
ス
チ
レ
ン
モ

ノ
マ
ー
（
Ｓ
Ｍ
）
で
は
同
３９

％
が
東
電
管
内
に
拠
点
を
構

え
て
い
る
。
た
だ
、
状
況
に

よ
っ
て
は
減
産
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
各

社
と
も
安
定
供
給
へ
の
道
筋

確
保
に
努
め
て
い
る
。

主
力
工
場
を
千
葉
県
に
抱

え
る
Ｐ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

節
電
目
標
が
２５
％
の
場
合
、

年
間
ベ
ー
ス
で
１
割
程
度
の

減
産
に
な
る
と
の
試
算
を
弾

き
出
し
た
。
経
済
産
業
省
は

最
大
消
費
電
力
の
削
減
目
標

を
１５
％
と
す
る
方
向
で
調
整

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

方
向
が
固
ま
れ
ば
減
産
幅
は

抑
え
ら
れ
そ
う
だ
。
同
社
で

は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
供
給
体
制
を
敷
く
」
と
し

て
お
り
、
今
後
、
需
要
家
と

の
す
り
合
わ
せ
に
動
く
方
針

だ
。千

葉
工
場
（
市
原
市
）
で

Ｓ
Ｍ
、
Ｐ
Ｓ
を
生
産
し
て
い

る
電
気
化
学
工
業
は
、
電
力

使
用
量
削
減
を
踏
ま
え
た
生

産
品
目
の
優
先
順
位
付
け
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
同
工
場

は
原
料
か
ら
加
工
製
品
ま
で

手
掛
け
る
同
社
ス
チ
レ
ン
系

事
業
の
中
核
拠
点
。
多
様
な

製
品
群
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
社
内
で
調
整
を
行
っ
て
い

る
」（
同
社
）
と
し
、
成
案
の

具
体
化
を
急
い
で
い
る
。
状

況
に
よ
っ
て
は
、
減
産
も
あ

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
仮
に
ピ
ー
ク
時
の

電
力
使
用
量
カ
ッ
ト
が
１５
％

を
超
え
て
も
、
製
品
の
供
給

量
を
維
持
で
き
る
と
す
る
メ

ー
カ
ー
も
見
受
け
ら
れ
る
。

あ
る
Ｓ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
で
は
経

産
省
の
指
針
次
第
と
し
な
が

ら
も
、「
工
場
内
で
電
力
抑
制

に
努
め
れ
ば
、
生
産
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
と
の
め
ど
を

得
て
い
る
」。電
力
使
用
量
の

削
減
幅
が
広
が
ら
な
い
限

り
、
大
幅
な
減
産
に
は
い
た

ら
な
い
と
の
見
通
し
を
示
し

て
い
る
。

と
は
い
え
、
Ｐ
Ｓ
で
は
壁

断
熱
材
な
ど
で
は
復
興
需
要

が
す
で
に
生
じ
つ
つ
あ
り
、

さ
ら
な
る
需
要
増
も
予
想
さ

れ
る
。
需
要
家
の
復
旧
状
況

が
遅
れ
て
い
る
側
面
も
あ
る

も
の
の
、
安
定
供
給
を
果
た

す
た
め
に
は
生
産
グ
レ
ー
ド

の
絞
り
込
み
や
輸
入
な
ど
も

視
野
に
入
れ
た
き
め
細
か
い

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

日
本
ゴ
ム
工
業
会
は
２
０

１
１
年
２
月
の
ゴ
ム
製
品
生

産
実
績
を
ま
と
め
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
生
産
量
（
新
ゴ
ム

量
）
は
、
主
力
の
自
動
車
タ

イ
ヤ
や
産
業
関
連
製
品
が
好

調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
前

年
同
月
比
７
・
７
％
増
の
１１

万
９
５
６
５
�
と
な
っ
た
。

出
荷
金
額
は
原
材
料
価
格
の

上
昇
か
ら
、
同
８
・
３
％
増

の
１
８
４
８
億
１
２
０
０
万

円
と
生
産
量
を
上
回
る
伸
び

と
な
っ
た
。

品
目
別
生
産
状
況
を
み
る

と
、自
動
車
タ
イ
ヤ
が
９
・
１

％
増
の
９
万
７
１
０
０
�
、

工
業
用
品
が
１
・
０
％
増
の

１
万
５
１
５
１
�
と
な
っ
た

ほ
か
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
５
・

４
％
増
の
３
１
２
６
�
、
ゴ

ム
ベ
ル
ト
が
１
・
０
％
増
の

２
０
３
０
�
と
増
加
し
た
。

一
方
、
民
生
用
途
は
ゴ
ム
底

布
靴
が
８
・
６
％
増
と
前
年

実
績
を
上
回
っ
た
も
の
の
、

総
ゴ
ム
靴
、
医
療
用
品
、
運

動
用
品
は
マ
イ
ナ
ス
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

出
荷
金
額
は
軒
並
み
生
産

量
を
上
回
る
伸
び
率
と
な
っ

た
。
自
動
車
タ
イ
ヤ
が
１２
・

６
％
増
、
工
業
用
品
が
２
・

７
％
増
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
が
１１

・
８
％
増
、
ゴ
ム
ベ
ル
ト
が

９
・
９
％
増
と
な
っ
た
ほ

か
、
民
生
用
途
も
総
ゴ
ム
靴

の
５９
・
８
％
増
の
筆
頭
に
運

動
用
品
が
２８
・
１
％
増
と
な

る
な
ど
、
医
療
用
品
を
除
く

品
目
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

「（
自
動
車
生
産
に
対
す
る
）

震
災
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
中
国
で
も
）
生
産
調
整
に
入

り
つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
の
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
の
日
朝
道
人
常
務
執
行

役
員
。
こ
の
４
月
の
常
務
執
行

役
員
の
就
任
に
際
し
て
タ
イ
の

溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ
ラ
イ
ン
（
Ｃ

Ｇ
Ｌ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
中
国

・
広
州
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
海

外
事
業
を
担
当
し
て
お
り
、
部

品
不
足
に
よ
る

日
系
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
生
産

調
整
が
海
外
に

も
及
び
出
す
状

況
か
ら
「
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
心
配
す
る
。

国
内
市
場
が
成
熟
化
す
る
な

か
、
同
社
で
も
中
国
や
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
を
中
心
と
す

る
成
長
市
場
の
需
要
獲
得
に
向

け
て
海
外
展
開
を
積
極
化
し
て

い
る
。
と
く
に
事
業
の
成
長
性

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
高
級

鋼
を
軸
と
し
た
輸
出
拡
大
を
図

り
つ
つ
、「
現
地
生
産
を
含
め
た

海
外
事
業
戦
略
を
着
実
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
の

認
識
だ
。

担
当
す
る
広
州
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
高
級
鋼
の
需
要
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
広
州
Ｊ
Ｆ
Ｅ

鋼
板
に
お
い
て
第
２
期
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
を
推
進

中
。
年
内
に
は
年
産
１
８
０
万

�
の
冷
延
鋼
鈑
製
造
設
備
と
同

１
０
０
万
�
の
連
続
焼
鈍
設

備
、
同
４０
万
�
の
第
２
Ｃ
Ｇ
Ｌ

が
本
格
稼
働
を
開
始
す
る
。
ま

た
タ
イ
で
は
、
自
動
車
用
高
級

鋼
板
需
要
の
さ
ら
な
る
拡
大
に

対
応
す
る
た
め
、
２
０
１
３
年

４
月
の
稼
働
開
始
予
定
で
Ｃ
Ｇ

Ｌ
の
建
設
を
進
め
る
計
画
。

海
外
に
お
い
て
こ
う
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
遂
行
す

る
た
め
に
は
「
課
題
に
対
す
る

共
通
認
識
の
も
と
、
言
葉
の
壁

を
乗
り
越
え
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
」
と
い
う
。
今
後
は
月

１
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
中
国

と
タ
イ
に
通
う
考
え
で
あ
り
、

「
あ
せ
ら
ず
・
あ
わ
て
ず
・
あ

き
ら
め
ず
」
を
信
条
に
現
地
の

人
と
の
協
業
を
進
め
て
い
く
。

〔発泡ポリスチレンの稼働状況〕

ビーズ法発泡ポリスチレン（ＥＰＳ）

通常生産
の 時 期

４月中旬

４月２７日

３月１２日

押出法発泡スチレンボード（ＸＰＳ）

３月２５日

３月１６日

４月１日

発泡スチレンシート（ＰＳＰ）

３月１６日

３月１６日

３月１２日

３月１２日

３月１２日

稼 働 状 況

その後の対応

設備を復旧し、順次操業再開

設備への影響軽微も、配管等が破損し復旧中

直ちに復帰し通常生産へ

設備への影響軽微で、順次操業を再開

設備への影響軽微で順次操業再開

設備への影響軽微も計画停電中は稼働できず

設備点検後、通常生産に

設備への影響軽微で順次操業を再開

直ちに復帰し通常生産に

直ちに復帰し通常生産に

直ちに復帰し通常生産に

震災直後

×

○

×

○

×

○

○

×

○

○

○

×

○

○

×

○

×

○

○

×

○

○

×

×

×

○

○

○

所在地

茨城県神栖市

兵庫県高砂市

茨城県神栖市

三重県四日市市

茨城県古河市

滋賀県伊賀市

北海道恵庭市

茨城県神栖市

大阪府摂津市

福岡県筑後市

北海道江別市

栃木県鹿沼市

兵庫県たつの市

熊本県熊本市

栃木県鹿沼市

岡山県笠岡市

茨城県石岡市

兵庫県篠山市

北海道江別市

栃木県鹿沼市

兵庫県たつの市

北海道千歳市

茨城県古河市

茨城県下館市

埼玉県蓮田市

奈良県天理市

岡山県笠岡市

大分県中津市

工場名（子会社名）

鹿島工場

高砂工場

鹿島工場

四日市工場

関東工場

滋賀工場

（北海道カネカ）

鹿島工場

大阪工場

（カネカケンテック）

北海道工場

鹿沼工場

関西工場

九州工場

鹿沼工場

笠岡工場

（関東共栄）

（共栄樹脂）

北海道工場

鹿沼工場

関西工場

（積水化成品北海道）

関東工場

（積水化成品関東）

（積水化成品埼玉）

天理工場

岡山工場

大分工場

社 名

カネカ

ＪＳＰ

積水化成品工業

カネカ

ＪＳＰ

ダウ化工

共栄産業

ＪＳＰ

積水化成品工業

〔１～３月のＥＰＳ部門別出荷〕
（単位：�、％）

前年同期比

91.7
93.1
105.4
96.4
153.6
60.6
100.0

102.2

１～３月

13,402
2,225
7,030
3,116
5,406
137
14

31,330

水 産
農 業
その他成形品
家 電
ブ ロ ッ ク
ネ ダ
一 枚 焼 き

合 計

月月
内内
にに
設設
備備
復復
旧旧
完完
了了
へへ

発泡ポリスチレン

安
定
供
給
へ
フ
ル
操
業

どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううううううううななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品需需需需需需需需需需需需需需需需需需需需給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給

東東東東東東東東東東東東東東東東東東日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本大大大大大大大大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災災災

今月就任、広州プロジェクトなど海外事業を担当

共通認識もち焦らず協業

ＪＦＥスチール

常務執行役員

日朝 道人 氏

溝
部
を
狭
ピ
ッ
チ
で
成

形
、
均
一
化
し
た

２０１１年（平成２３年）４月２５日（月曜日）（第三種郵便物認可）（３）


